
2日間にわたってはつしば学園小学校で出前授業をさせていただきまし
た。同校は狭山市にありますが、中学、高校もある一貫校で、その規
模の大きさに驚きました。敷地内にいくつもの建物があり、迷いそう
になります。
子どもたちは、みんな元気で、初対面の私にもしっかりとした挨拶を
してくれて、子どもたちから元気を頂きました！
今回の私の授業テーマは、もちろん、「噛むから始まる食育」です。
私が教鞭をとる、日本歯科大学の創立者、中原市五郎が80年前に記し
た「日本食養道」は現在の「食育」の礎になっており、実は「噛むか
ら始まる食育」というテーマは、この「日本食養道」が基本になって
いるのです。
私は、いろんな学校や企業でお話しをさせて頂きますが、小学校は初
めてで、しかも、教育のプロの校長先生をはじめ先生方や父兄の方た
ちもおられて、少し緊張しました。ということで、今回は特に「家庭
での食育」というテーマも意識してお話しと調理実習をさせて頂きま
した。
最近の小学校では、私たちの頃とは比べものにならないほど、高学年
になるにつれて、「肥満」と「骨折」が増えてきています。同校でも
例外ではなく、そのことが先生や親御さんたちを不安にさせているこ
とが実感できました。「肥満」「骨折」この両者の原因については、
食生活と生活習慣が原因と推測されており、同校では、お医者様、栄
養士様の力をお借りして、食育のあり方を父兄と共に考える研究会が
立ち上がっています。
これはとても素晴らしい連携ですし、全ての小学校においてもこの連
携は見習うべきだと思いました。
食べ物の現状と日本食養道を基礎とした歯科大学からの食育の指導は、
子どもたちには少し難しかったかもしれませんが、先生や親御さんの
反応には手応えを感じました。
それは、従来の「食育」に疑問を感じられた瞬間でもあったかもしれ
ません。それと、家庭での思い込み食育では、子どもたちの身体の改
善には限界が来ているということです。先述した、日本歯科大学の日
本食養道には、興味深い調査があります。それは、戦前の昭和１２年
に、子どもたちの近視眼を食事をもって解決したということてす。中
原市五郎先生は、その著書において「食育が、健康の基礎。歯科医師
は、歯の健康のみならず、健康の基礎なる食べ物の選択から始まる」
と書かれています。それを今の時代こそ実行に移すべきですし、確実
に子どもたちの身体を改善していくべきなのです。
さらに、中原先生は、「子供たちの健康は、予防の時代から改善の時
代に移った」と記しています。これは今の時代にぴったりの先見性を
感じました。
家庭のちょっとした工夫が、健康改善にもつながります。そういった
家庭での食事の在り方を歯科医師、そして学校の先生方、ご父兄と一
緒に考える食育活動が始まったのです。これからも日本歯科大学の
「食育・健康科学講座出前授業」を通して、社会特に子どもたちとそ
の親御さんのお役に立っていきたいです。
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活動の記録（抜粋）



20170307 名古屋女子大学 調理実習と
日本歯科大学×名古屋女子大学 食育シンポジウム

20161009 小児歯科学会 講演

20170112
日本歯科大学
教職員向けセミナー

20170310 松本歯科大学
教授、大学院生、開業医向けセミナー



20160928 和歌山県橋本市 ケアマネジャー研修
20170117 大阪府狭山市
立命館小学校教諭、栄養士、父兄セミナー

20170226 長岡市 企業向けセミナー 20170325 滋賀県聖パウロ学園 保護者セミナー

20161220
20180314
和歌山県
ＦＭはしもと出演

20170407 関西エリア ラジオ関西出演

20170422 新潟市 みたけ保育園記念講演20170422 かつらぎ町 こども園

20170516
新潟県 燕三条ＦＭ
出演



20170602 河内長野市NPO法人
「すこやかクラブ」主催 ※隔月開催

20170611 新潟市「浜浦祭」大学市民公開講座

20170717 三条市 NPO法人「三条親子劇場」他



チャレンジキッズ2017
会場／府民共済アリーナ（旧舞洲アリーナ）
2017.4.30

第８回健康フェスティバル
会場／長浜バイオ大学
2017.5.28
主催／ゼロ次クラブ(長浜市×京都大学)



20170719 第47回歯科衛生研究会 ゲストスピーカー
会場／日本歯科大学アイヴィホール

20170824
20170928 大阪府民共済主催「親子ひろば」 ※月1回開催

会場／大阪府民共済本社ビル６F



20170929 近鉄百貨店 近鉄文化サロン「噛んで長生き、ボケ防止」
会場／近鉄文化サロン阿倍野

20171031 新潟県燕市健康福祉部健康づくり課催

「噛むで健康ウエル噛む」 会場／燕市保健センター

20171019 新潟県三条市 NPOさんじょう主催
「噛むで健康ウエル噛む」 会場／すまいるランド



講演／『噛むから始まる食育』
「噛む」回数が減っていることが唾液が出にくくなっ
ている原因で、さらにそれは食生活環境に大きく影響
を与えている。

【講演内容】（講演から抜粋）

平成29年10月31日（火曜日） 吉田産業会館 くもり｜晴れ
「平成29年度燕市食育セミナー」

塩の成分はナトリウム（しょっばい成分＝多すぎると病気のもとになる）とミネラル（栄養分）で、ミ
ネラルが大切です。ナトリウムを体外に出してくれるカリウムを含むものを食べることも大切。また、
カリウムが多いからといっても、糖分が多いのは食べ過ぎに気を付けなければいけません。

野菜をたくさん摂るのは、食物繊維をとるためというよりも、ミネラルやビタミンの栄養分をとるため。
食事は三食きちんととること、旬な食べ物をとること、野菜は繊維に沿った切り方をすることで、噛む
回数が増える→唾液の分泌を促す。また、卵・牛乳・肉・魚でしっかり栄養を摂ることも。

【会場展示】

限られた時間でしたが、講義のあとの質問コーナーを設けました。ひと
つひとつの質問に対してできるだけ詳細にお答えしました。

会場には、食生活改善推進委員のみなさ
んのコーナー、つばめ元気かがやきポイ
ント事業のコーナー、元気磨きたいの
コーナー。

ラップで見づらいですが、一品が70gのおか
ず5品目です。350g、これが一日に摂取する
必要のある野菜量です。
生で摂ろうとするとたくさん食べなければな
りませんが、煮たり蒸したりするとかさが減
るので、たくさん摂りやすくなるそうです。

子どもたちも大好きな清涼飲料水ですが、含
まれている砂糖をスティックシュガーの本数
で見せています。びっくりするほどたくさん
の砂糖が含まれていることが分かります。



㈱玄米酵素 健康教室

20171101 琉球放送「わらびんチャット」出演(録画) 1202/09放送



20171030 奈良県五條市健康イベントプロデュース

20170914 玄米酵素主催「噛むから始まる食育」
会場／玄米カフェ（大阪市中央区）

2018.3.22
日本歯科大が「健康麺」を開発
新潟県産の小麦と玄米粉で栄養豊富に

新聞社の取材

日本歯科大学新潟生命歯学部（新潟市中央区）が新潟県産の
玄米粉などを使った「健康麺」を開発し、試食会が２２日、新潟生
命歯学部の学生食堂で開かれた。学内外の関係者らが栄養豊富で、
体に優しい麺を味わった。

新潟県の食材を使った食品開発に取り組む同学部食育・健康科
学講座の中野智子客員教授（５９）が、世代を問わず、体の負担
なく食べられる食品を作ろうと発案。ホテル日航大阪、ホテル日航新
潟などが協力した。

麺は新潟県産の小麦粉と長岡地域産の玄米粉を使い、骨や歯の
健康維持に大切な亜鉛を生地に練り込んだのが特徴。栄養面に優
れるだけでなく、そしゃくを促す食感で、くせのない味に仕上げた。

試食会には学生や企業関係者ら約２０人が参加。ホテル日航大
阪の井口正彦総料理長がさまざまな太さの麺を使い、ラーメンや
ジャージャー麺などを提供した。新潟生命歯学部３年の岸本豪さん
（２４）は「食べにくいのではというイメージがあったが、すごくおいしい。
和洋中どんな味でも楽しめそう」と話した。

健康麺を使ったメニューは今後、新潟生命歯学部の学生食堂のほ
か、ホテル日航新潟でも提供される予定。中野客員教授は「子どもか
ら高齢者まで食べやすい食品ができた。多くの人に食べてもらいたい」と
語った。



20180421 岡山県 2018食と文化フォーラム (主催／一社 食と健康財団)



日本歯科大学 広報紙【アイヴェ通信vol32】より


